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岡崎嘉平太記念館 

Vol.Vol.Vol.   ２７２７２７   

   生誕１２０年記念 

   岡崎嘉平太氏顕彰シンポジウム 
       受け継がれる「信」と「愛」 
           ～織り成せ人の世を美しく～ 
  
 
 平成２９年（２０１７)４月２７日 
 会場：山陽新聞社さん太ホール 
 主催：岡山県、山陽新聞社 
     県郷土文化財団、当館 

 

 

明
治
三
〇
年
（
一
八
九
七
）
四
月
十
六

日
、
岡
山
県
吉
備
郡
大
和
村
（
現
吉
備
中
央

町
）
に
岡
崎
嘉
平
太
氏
が
誕
生
し
ま
し
た
。

今
年
で
生
誕
百
二
十
年
と
な
る
こ
と
を
記
念

し
て
、
そ
の
功
績
を
顕
彰
す
る
シ
ン
ポ
ジ
ウ

ム
が
、
四
月
二
十
七
日(

木)

に
山
陽
新
聞
社
さ

ん
太
ホ
ー
ル
に
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。 

 

第
一
部
で
は
大
橋
洋
治
氏
（
Ａ
Ｎ
Ａ
ホ
ー

ル
デ
ィ
ン
グ
ス
株
式
会
社
相
談
役
）
の
基
調

講
演
。
「
岡
崎
先
生
と
私
～
中
国
そ
し
て
Ａ

Ｎ
Ａ
の
井
戸
を
掘
っ
た
人
～
」
と
題
さ
れ
、

大
橋
氏
が
卒
業
論
文
テ
ー
マ
に
「
日
中
貿
易

論
」
を
選
択
し
た
こ
と
を
き
っ
か
け
と
し

て
、
当
時
全
日
空
の
社
長
で
あ
っ
た
岡
崎
氏

の
元
を
訪
問
し
た
こ
と
。
氏
の
日
中
関
係
に

か
け
る
熱
い
思
い
、
社
長
室
の
ド
ア
が
い
つ

も
開
い
て
い
る
オ
ー
プ
ン
な
社
風
に
惹
か
れ

て
Ａ
Ｎ
Ａ
の
入
社
試
験
を
受
け
よ
う
と
決
め

た
経
緯
。
全
日
空
の
発
展
の
礎
を
築
き
、
多

く
の
若
手
社
員
を
育
て
た
氏
の
思
い
を
引
継

ぎ
、
自
ら
も
次
世
代
へ
継
承
し
て
い
き
た
い

と
話
さ
れ
ま
し
た
。 

 
第
二
部
で
は
朱
金
諾
氏
（
全
日
空
マ
ー
ケ

テ
ィ
ン
グ
室
常
任
理
事
）
、
守
分
宣
氏
（
精

義
塾
理
事
長
）
、
松
田
久
氏
（
両
備
ホ
ー
ル

デ
ィ
ン
グ
ス
代
表
取
締
役
）
、
李
彦
銘
氏

（
東
京
大
学
特
任
講
師
・
岡
崎
嘉
平
太
国
際

奨
学
財
団
第
十
六
期
生
）
が
パ
ネ
リ
ス
ト
と

し
て
、
藤
原
健
史
氏
（
山
陽
新
聞
社
論
説
委

員
会
主
幹
）
を
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
と
し
て

パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
が
行
わ
れ
ま
し

た
。
朱
金
諾
氏
は
岡
崎
氏
の
訪
中
百
回
の

内
、
三
十
回
以
上
を
通
訳
と
し
て
同
行
。
当

時
の
貴
重
な
写
真
を
紹
介
。
末
永
い
日
中
友

好
の
た
め
に
、
岡
崎
氏
は
訪
中
の
度
に
必
ず

若
い
人
を
同
行
し
た
こ
と
を
話
さ
れ
ま
し

た
。
岡
崎
氏
も
学
生
時
代
を
過
ご
し
た
東
京

に
現
存
す
る
岡
山
県
人
寮
「
精
義
塾
」
の
塾

外
員
（
卒
寮
生
）
で
あ
る
守
分
宣
氏
と
松
田

久
氏
か
ら
は
、
塾
報
の
文
中
で
岡
崎
氏
が
創

造
性
の
大
切
さ
を
後
輩
へ
説
い
た
事
、
氏
と

塾
の
深
い
関
わ
り
を
紹
介
。
ま
た
、
松
田
氏

か
ら
は
岡
崎
氏
の
自
筆
原
稿
を
寄
贈
し
て
頂

き
ま
し
た
。
松
田
氏
が
在
塾
時
代
に
塾
報
編

集
を
さ
れ
た
事
か
ら
長
年
保
存
さ
れ
て
い
た

貴
重
な
品
で
す
。
李
彦
銘
氏
は
岡
崎
嘉
平
太

国
際
奨
学
財
団
第
十
六
期
生
で
あ
り
、
現
在

は
日
中
関
係
と
中
国
の
政
策
決
定
を
研
究
。

日
中
覚
書
貿
易
は
岡
崎
氏
が
両
国
が
お
互
い

何
を
必
要
と
し
、
何
が
で
き
る
か
と
い
う
こ

と
を
よ
く
考
え
知
っ
て
い
た
か
ら
こ
そ
の
発

想
で
あ
る
と
の
見
解
を
示
さ
れ
ま
し
た
。 

 

第
三
部
は
ゆ
か
り
の
方
々
か
ら
の
メ
ッ

セ
ー
ジ
が
朗
読
さ
れ
ま
し
た
。
岡
崎
氏
の
長

男
で
あ
る
岡
崎
彬
氏
か
ら
は
父
が
も
し
生
き

て
い
れ
ば
こ
ん
な
こ
と
を
伝
え
た
い
の
で
は

な
い
か
…
と
い
う
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
寄
せ
ら
れ

ま
し
た
。
世
界
で
は
局
地
的
な
紛
争
が
起
き

て
い
る
が
、
日
本
は
近
隣
諸
国
と
地
に
足
の

つ
い
た
本
当
の
友
好
関
係
を
確
立
し
、
平
和

を
地
球
全
土
に
広
げ
て
い
く
た
め
に
も
日
本

が
イ
ニ
シ
ア
チ
ブ
を
取
る
よ
う
に
な
っ
て
欲

し
い
と
の
願
い
が
伝
え
ら
れ
ま
し
た
。
シ
ン

ポ
ジ
ウ
ム
当
日
は
会
場
に
約
三
百
名
が
来
場

し
、
盛
会
の
ま
ま
に
終
わ
り
ま
し
た
こ
と
、

皆
様
に
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。 



        大和小学校で給食          吉備中央町山本町長も一緒に          みんなで記念写真！ 

 

岡崎嘉平太国際奨学財団岡崎嘉平太国際奨学財団 2727 期生来館期生来館   平成平成 2929 年年 66 月月 22 日日   

 岡崎嘉平太国際奨学財団の第27期生が、岡崎

氏のふるさとである吉備中央町を訪れました。 

嘉平太氏の母校 大和小学校での交流 

 大和小学校で生徒のみなさんと一緒に給食をい

ただきました。食後はグループに別れてボールを

使ったゲームで遊び、心のこもった手作りかぶとを

プレゼントされるなど、生徒の皆さん、地元の方々と

の交流を大いに楽しみました。 

大和山(おおわさん)で記念植樹 

 岡崎家の墓参を行い、ふるさとの象徴である大和

山山頂で桜の記念植樹を行いました。大和山・野

山の会の皆さまには植樹の下準備、水やり、桜の

管理などで長年協力して頂いています。皆さまの協

力の下、無事に桜を植樹、記念のネームプレートも

設置して記念撮影。天候に恵まれ、素敵な笑顔が

光りました。植樹後は、上田玄明氏の工房で備前

焼の土ひねり体験をさせて頂きました。全員でお皿

をつくり、焼き上がりをとても楽しみにされていまし

た。 

岡崎嘉平太記念館研修 

 岡崎氏の遺志を継ぐ奨学生の皆さんは、熱心に

氏が実際に使用していた数々の遺品、写真を見な

がら何度も質問が上がり、意欲的に学ばれました。 

 ２７期の奨学生は男性２名、女性５名の計7名。

出身国は中国１名、タイ２名、インドネシア２名、ミャ

ンマー２名です。残念ながら男性２名が当日交通ト

ラブルに遭い、研修に来ることができませんでした。

また吉備中央町で交流の機会があれば幸いです。

       岡崎家の墓参           野山の会の方々に教えてもらいました        植樹した桜と 

    嘉平太氏揮毫 望郷の碑の前で           熱心に見学中            岡崎嘉平太記念館で集合写真 



 

第第1111回回  嘉平太が愛したふるさと岡山写真展開催嘉平太が愛したふるさと岡山写真展開催    

 嘉平太氏が愛したふるさと岡山のよさを伝えたいと

いう思いで､毎年公募による写真展を開催していま

す。今回の応募数は､１６９点でした｡岡崎嘉平太氏

の生誕１２０年にあたる本年は、氏の生誕日である

4月16日(日)から6月18日(日)まで記念館で開催

しました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 平成29年3月25日(土)に､長瀬正己先生(山陽

新聞社写真映像部)､森山知己先生(日本画家)､

勝野将之(岡崎嘉平太記念館館長)による厳正な

審査をが行われました。入賞者及び入賞作品は次

の通りです。(敬称略) 

 

 最優秀賞     豊福義一『神馬走る』 

 優秀賞       中原廣明『氷下の彩り』 

 優秀賞       野口繁男『祭りの世話役』 

 審査員特別賞  神崎由子『三山(さんざ)の灯』 

 審査員特別賞  髙橋正巳『吞む』 

 審査員特別賞  堀 紘治『総おどり』 

 入選        髙坂裕午『古里の小径』 

 入選        齊藤貞雄『春宵の美観地区』 

 入選        芝  次昇『境内の朝』 

 入選        髙橋克美『吉備路の夕刻』  

 入選        田中泰生『少年たち』 

 入選         西島和子『伯備線に花桃咲く』 

 入選         馬場 琢『紅葉を満喫』 

  入選               宮本康雄『目覚め』 

  入選               虫明正志『秋色』 

  入選               吉田昌康『静閑の時』 

 

表 彰 式       

 平成29年5月7日(日)に表彰式を開催しました。

出席くださった皆様と記念写真を撮影しましたので

ご紹介します。 

 

 

 

 

 

（前列左から髙橋（正）氏、野口氏、森山先生、豊

福氏、中原氏、神崎氏、堀氏。後列左から齋藤

氏、芝氏、田中氏、西島氏、虫明氏、吉田氏、勝

野館長） 

表彰式での講評(抜粋)  森山知己審査員 

 この写真展の第１回目から審査を務めています

が、どの作品をとっても入賞作品に遜色無くなって

きた。その中で、入賞となった１6点を選考したポイ

ントは、これを見せたい、撮りたいというものが伝わる

構図を欲張りすぎていない作品であること。最優秀

の『神馬走る』は、流し撮りという難しい撮影方法だ

が、被写体にしっかり焦点が合っている。馬が疾走

しているその一瞬、“動”が切り取られている１枚。

優秀賞野口氏の作品も同じく、男性の柔和な笑顔

の一瞬を逃さず撮影された写真らしい写真である。

中原氏の作品は逆に“静”の絵画的な雰囲気であ

り、これが良いという中原氏の感性が素晴らしい。 

 

 

 

 

 
 

岡山県天神山文化プラザで写真展開催 

 平成２９年7月１８日(火)～２３日(日)の５日間、

岡山市北区の岡山県天神山文化プラザに会場を

移して写真展を開催します。ぜひご来場下さい。 

■時間 ９:００～１７：００(※最終日は１６:００まで) 

■住所 岡山市北区天神町8-54 

最優秀賞 豊福義一『神馬走る』 

中原廣明 『氷下の彩り』   野口繁男 『祭りの世話役』 
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写真左端が渡辺総括主幹 

岡崎嘉平太記念館の上半期展示風景岡崎嘉平太記念館の上半期展示風景  

【嘉平太塾展示】 岡崎嘉平太書「創造」のいま 

【嘉平太塾サイエンスショー】 楽しい科学いろいろ 

【特別展示】２０１７年は酉年！ 

岡山県自然保護センター展 

第９回嘉平太が愛したふる里

の子ども作品展 

２月1日開催 

内田正夫講師(人と科学の未

来 館 サ イ ピ ア ) の 楽 し い

ショーと科学解説に町内小学

生たちの歓声が溢れました。 

1月２８日～２月１２日開催 

大和小学校から岡崎嘉平太

氏の書を借り受け展示。ミドリ

ムシのバイオ燃料実用化に

向けたＡＮＡの研究も紹介。 

両展示2月13日(月)～3月12日開催 

新任ご挨拶 

 ６月から岡崎嘉平太記念館勤務になりました、渡辺智美と申します。 

 これまでは岡山県郷土文化財団の事務局で仕事をして参りました。記念館

には講演会など催しの際、応援に来ておりましたので、このたび記念館勤務と

なったことを大変嬉しく思います。 

 ちょうど１０年前、嘉平太先生の生誕１１０年を記念して、嘉平太先生のご

長男彬氏ご夫妻のご案内で「岡崎嘉平太氏の中国での足跡を訪ねる現地研

修会」として、郷土文化財団会員の皆さんと共に中国を訪ねたことが懐かしく

思い出されます。 

 そして、今年は嘉平太先生生誕１２０年の記念の年です。ご遺族、吉備中

央町の方々をはじめ、皆さんのお力をお借りしながら、嘉平太先生のご生涯と

その思想、そして数多くのご功績を、より多くの方々に知っていただけるよう、

精一杯努力して参りたいと思っております。どうぞよろしくお願いいたします。  

秋の特別企画展秋の特別企画展99月月2222日より開催日より開催  


